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大果で北海道向きのブ、ルーペリー新品種

「ケラアンプ、ノレー」および「エピルカブルーJ

伊藤祐司*

ブルーベリ一新品種「ケラアンブルーJおよび

「エピルカブルー」は， IコどlレJと「ウェイマウ

スJの交雑品種である。育成地(札幌市)での収

穫時期は， Iエピルカブルー」は8月上中旬， Iケ

ラアンブルー」は 8月中下旬である O 両品種とも

大果で， Iケラアンフソレ-Jは闘場での耐寒性が

やや強， Iエピノレカブ、ノレー」は中と判定され， い

ずれも北海道内の既存主要品種である「ブルーク

ロップJIランコカス」より強い。そのため，北

海道道央部以南での収量性は良好であるO 現在北

海道内でi車場適応性現地試験中であるため，萄木

の販売については検討中である。

1.育成のねらい

近年， ブルーペリーの栽培面積は北海道を含め

て全国的に増加している。ブ、ルーペリーは小泉樹

類の中では臼持ちもよく，生食加工両用に使える

ため，乳製品などと合わせた加工製品開発等によ

る果物を核とした 6次産業化のための作自の lっ

として期待される O 北海道においては，ハイブッ

シュフソレーベリーのほ界的な主要品種の lつであ

る「ブルークロップJ程度の闘場耐寒性では寒嵐

害が問題となる年があり，耐寒性の強い鑓喪品種

の要望が多L、。そこで，大果で耐寒性がある北海

道向き品種を育成する O
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2.育成経過

「ケラアンブルーJおよび「エピルカブルー」

は，いずれも1975年に北海道農業試験場(現:農

研機構 北海道農業研究センター)において，

「コビルJに「ウェイマウスJを交雑して，得ら

れた実生から選抜・育成した品種である。 2005年

から育成地(札幌市豊平区羊ケ丘)の園場で挿し

木繁殖個体を用いた生産力検定試験を実施して検

討した結果，北海道向きのハイブッシュブ、ルーペ

リー品種候補として優れた特性を示した。両品種

とも2010年3丹に種苗法に基づく品穣登録出願し，

出願公表されている O

3.特性の概要

1) rケラアンブルー」の特性
「ケラアンブルー」は育成地で8月上中旬に成

熟する。樹勢は「中Jで，樹高はやや低い品撞

「ウェイマウスJより低い。果実表面の果粉が多

いため果実の青色がやや強く外観は良好である。

は2.0g程度で「ウェイマウスJIラン

コカス」より大きし、。糖度は12%躍慶で，

は0.8g /100ml程度で濃厚な食味で、ある。裂果の

発生はほとんど見られなL、。果実は「ブ〉レークロッ

プJIランコカスJよりやや硬いため冷蔵による

日持ち性がそれらの品種より優れる。 1樹あたり

初期収量は多い。育成地での悶場su;J寒性は「やや
強」で「ウェイマウスj並みである。休眠枝の揮

し木発根性は良好である。なお，品種名「ケラア

ンブルーJのケラアンとはアイヌ525でおいしいの

意である。
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表 1 ケラアンブルーおよびエピルカブルーの特性(北海道援研(札際市)2006~2008年平均)

1綴あたり平均巣':A絞大築 総!支 雪空合Jlt
品f<i l伐後WJ

JlX.til (g) ill (g) ill(g) (%) (g/lOOml) 
J'l' (dli 

ケラアンブルー 802 2.0 5.0 12.6 

ょにピノレカブルー 692 2.2 6.'1 10.9 

ウェイマウス 7下 8上 470 1.6 4.0 11.6 

ランコカス 8 'IJ-8ド 640 1.1 2.9 12.9 

ブノレークロップ 8 'IJ 8下 449 1.9 7.1 11.3 

コピノレ 8下 5上 282 1.9 3.7 11.3 

表 2 圏場耐寒性の評価

品穏 話;必 (cm) 樹祭l'l
ケラアンブルー 93.0 やや強i

エピノレカブルー 104.2 

ウェイマウス 107.6 やや強

ランコカス 112.6 やや弱

ブルークロソプ 87.4 やや55

コピノレ 86.0 ~iJ 

樹よ~h は frji し木1"f'生 ~jl Clili]J!1定者涜後 5fドめ)耐寒性は闘i会観察に
よる 5段階(強，やや強， 'IJ，やや弱， ~j~j)が{出J，我が国のm1'了
f強 ;Nド鈎!のものはない。
…クロップj と「コピノレ」では，主主主?を受けなければ，樹

高{まi重治「ランコカスjを上回る。

2) rエピルカブルーJの特性
「エピルカブルーJは育成地で 8月中下旬に成

熟する。樹勢は「中Jで，やや低い品種「ウェイ

マウスJと同程度である。果実外観は果粉が多い

ため明るい青色で極めて良好である O 一果平均震

は2.2g程度で「ウェイマウスJrランコカス」
「ブルークロップJより大きL、。糖度は11%程度

で， は0.7g /100ml程震で，雨が多い年に

はやや淡泊な場合もあるが食べやすい味である。

降雨による裂果の発生が若干見られる。果実は

写真? ケラアンブルー果実

0.78 じる

0.72 大泉，外綴美00，やや強誇告でやや淡itl，降雨裂栄作，小紋混じる

ιIJ~良，絞りミ少なく食味淡泊0.57 

0.86 小~"J果含 H み多く食nJ，ç良好

1.03 やや大泉，民主味強いが風味良

1.10 やや大果.iMi霊堂
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写真2 エピルカブルー果実

「ブルークロップJrランコカス」よりやや硬いた
め日持ち性がそれらより優れる。 l梶あたり初期

収量は多い。育成地での闘場耐寒性は「中」で

「ブ、ルークロップJrランコカスjより強い休臨校
の揮し木発根性は良好である。なお，品積名「エ

ピノレカブノレ-Jのエピルカとはアイヌ語でいい感

じの意である。

4.活用菌・留意点など

1)北海道のフ守ルーベリ に好適な時期であ

る8月に収穫でき，両品種を栽培することによっ

て収穫・販売時期を連続させることができる。

2)両新品種とも楊高が低いため，地際の下校の

努除や敷きわら等を行って果実への土汚れを防ぐ

必要がある。北海道の多雪地域では積雪による枝

折れを防ぐ冬固いは不可欠である。

3)両新品種とも花芽の着生と結実性が良好であ

るため，花芽着生が多いときには生育の~~~、細い

枝や吉い枝を花芽ごと努除するか，摘花や摘果を

行って，着果過多にしないことが肝要で、ある O 両
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品種とも着果過多にすると樹勢が衰弱することが

ある。土質等の影響で樹勢が弱めの場合には春の

施把量を北海道の施肥基準より緩効性の窒素成分

で1割程度増やすとともに夏季の高温乾燥時に潅

水を行うなど土壌水分の保持対策や栽培菌地土壌

の保水性と通気性の恒久的改良を図る。

4)両新品種とも花爵下部の果実には花器の発育

不良が原因と推定される発育不良の小泉が混じる

ことがある O
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5)両新品種とも酸含有量がやや多めであり，格I

上着生状態での日持ちが比較的良好であるため，

生食用として利用する場合は着色直後の早採りを

避けて果柄の付け根部分まで完全着色してから 5

日以上経ったほぽ完熟まで成らせてから収穫するO

8月が眼穫盛期となるため，収穫後はできるだけ

早く冷蔵して品質保持を国る。

6)現在北海道内で地域適応性現地試験中である

ため，苗木の販売許諾については検討中である。
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